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ここに載せているのは講義の際にメモを取ったものです。これらは決して講義のすべてではありませんので、テキストや講義でお話したこと（メモを取っていない項目）、他にホームページで掲載している内容などをよく調べて、総合的に理解し、試験に臨んでください。
講義メモ

2004年10月13日
オリエンテーション

この講義で学ぶこと：

　世界の食料需給、この現状を理解し、将来が多少予測できるような力を身につける。

これからの若人に必要条件、

1． 国際感覚、国際知識、（英会話力）

2． パソコンの力、

3． 専門、

テキスト：「世界の穀物統計」2000円

全国食糧振興会、叢書49号

世界の200カ国、地域のコメ、コムギ、コーンのデータ、1960年から1999年まで。生産量、単収、消費量、輸入、輸出、在庫、一人当たり消費量、

在消比率：stocks-to-use ratio(在庫量を使用量で除したもの。使用量は消費量と輸出量を含む)

　本のデータは米国農務省（USDA=US Department of Agriculture）から入手したもの。USDAはこれらのデータをただで提供している。これを使用して、この本が作成された。

　FAOのデータとの違い。FAOのデータはメンバー各国からデータが拠出されたものをそのまま使用している。USDAのデータはUSDAが独自に調査し収集したものを公表している。さらに、FAOのデータの更新は年に1回。しかも、現段階（2004年10月）で2003年のデータまで。USDAは毎月更新し、しかも、2004年のデータ（速報値）まで公表。

http://worldfood.muses.tottori-u.ac.jp
検索で可能：Yahooの検索で「世界の食料統計」

宿題No.1：コメ、コムギ、コーン、ダイズの世界の生産量及び輸出･入量を調べる。さらに、自分の好きな国1カ国について、同様に調べる。過去40年間余りの変化について感想を述べる。

　注意1：A4の用紙1枚で作成する。学籍番号、名前、日付、を忘れないこと。パソコンで作成する。（量は問わない。）

　注意2：他の人のコピーは厳禁。

2004年10月20日
I.国際食料需給データへの視点

1．コメ、コムギ、コーンを総合的に比較しながら眺める。数値だけでははっきりと理解できないときがある。必ず、グラフにして診る。（視覚に訴える）。主要穀物の一人当たりを算出し、その国の穀物消費が合計でどのようになっているか、を診ることにより、その国の栄養状況が判断できる。

2．世界全体の動きを診るとき、コムギやコーンは各年に於いて変化が大きい。コメはその変動が小さい。なぜか？

答え：コーンはアメリカが一国で世界の4割りを占める。このアメリカで、市場価格の変動に応じて、価格が低迷している場合には減反政策を実施する場合がある。1983年及び1988年などはその典型的な例で、特に1983年は史上最大の減反政策と言われたほどに、大規模な減反政策が行われた。また、自然災害も重なり、反収が大きく減少し、結果的には予想以上の減産となった。このような政策の影響、及び、自然災害の影響で、世界におけるコーンの生産量は年によって大きく減産される場合がある。

　一方、コメはアジアが主産地であり、発展途上国がそのほとんどを占めている。このため、市場価格が低迷しても、減反政策を実施しにくい経済事情がある。このため、精算は大きく変化することなく（大きく減産されることなく）、現状が維持される傾向にある。また、水田は天候に左右されることが少なく、その点でも生産量は安定的に推移する。

過去40年間における各穀物の増産状況。世界の人口はこの間に30億人から60億人へと2倍に増加。各穀物は3倍近く増加している。よって、食料供給状況はこの40年間に大きく改善されている。まだ、多くの人（世界で5億人から8億人）が飢えに苦しんでいる。

3．コメとコムギの統計の違い

コメ：籾（もみ）、玄米、精米、の換算方法

　　　　100%　　　80%　　70%

コムギ：種粒（玄麦）、小麦粉

　　　　100%　　　　　　75%

ところが、コムギの統計では小麦粉の統計は少なく、コムギの種粒としての統計が一般的。コメの場合は籾と精米が一般的。

2004年10月27日
呼びかけ：台風の影響、新潟中越地震：天災は突然やってくる！

お願い：少人数ゼミの評価

質問コーナー

1． コメは減反政策をとらないということについてお聞きします。減産しないと価格の低迷が続き混乱が起こることも有り得ると思うのですが、そうならないのはどうしてですか。
2． 玄米をどの位水につけると発芽するのですか？
3． コスタリカのコメの一人あたり消費量とコムギの一人あたり消費量が、同時に増加している理由が分からないのでよろしかったら教えて下さい。
4． 国際農業論の課題のレポートの中で、疑問があったので、メールさせていただきました。私はインドネシアの穀物の生産量、輸入・輸出について調べました。インドネシアは小麦の生産を過去40年間全くしてないのですが、輸出は1989年以降、ゼロではありません。私は多分、輸入した分をまた輸出しているのかな～って思ったのですが、どうでしょうか？また、何のためにしてるのでしょうか？そんなことしたら損な気がするし、儲かるのかなとも思ったりもしますが。
5． 　
II. 世界における穀物生産･輸出の特徴

1． 単収（1ha当たり）の伸びとその可能性

過去40年間の間に、主要穀物及びダイズのいずれの単収も、大きな伸びを示している。（細かいデータは各自で調べる。）

今後の可能性としても、研究と生産技術の向上及び生産者の努力で、まだ伸びる可能性は非常に大きい。

2． 生産のトップ10は？

コメ：アジアが多い。世界の生産の約9割を占めている。アジア以外でトップ10にいるのは、ブラジルだけ。アジアに極めて特化している。トップ10以外の国々で占める割合は13%。

コムギ：トップ10にはアフリカ地域を除く世界各地の国々が含まれている。この中に、発展国がコメに比べ多く含まれている。（コメの場合は発展国は日本だけ。）

· ＊コメは降水量の多い地域：アジアのモンスーン地域を中心とする地域で生産が主に行われている。コムギは水を多く必要としない。（もちろん、多くあるに越したことはない。）世界のいろんな地域で生産できる。畑地でもできる。さらに、コムギはトップ10以外の地域の生産量が約3割を占める。

コーン：アメリカの生産量に大きな特徴。コメやコムギに比べ、トップ1で占める率が極めて大きい。コメとコムギが2-3割（中国がトップ）に比べ、コーンはアメリカが4割を占めている。そのほかの主要生産地域を見ると、北米、南米の地域が多くトップ10に含まれている。また、発展国もコメに比べ多い。

· コメの場合は日本がトップ10に含まれているが、日本はどちらかというと農産物の輸出に力を入れている国ではない。その点で、コムギ、コーンのトップ10に発展国が多く含まれているが、それらの国々は輸出にも力を入れているところが多い。

2．貿易のトップ10は？

コメ：生産国No.1の中国が必ずしも輸出主要国とはなっていない。生産ではNo.6のタイが輸出のトップとなっている。生産ではNo.11のアメリカがNo.2の輸出国となっている。そのほか、生産ではトップ10に入っていない国々が輸出に於いてはトップ10に入っている。

コムギ：生産No.1の中国は主要輸出国ではないが、トップ4にアメリカ、カナダ、フランス、豪州が顔をそろえている。これらは生産に於いてもトップ10に入っている。よって、コムギの場合は主要生産国がそのまま主要輸出国となっているケースが多い。そのほか、ドイツ、イギリスの発展国も主要輸出国となっている。

コーン：アメリカは一国で世界の輸出量の7割を占める。これに、No.2のフランスを含めると、トップ2カ国で世界の貿易量の4分の3を締める。

· コムギとコーンはコメに比べ、発展国が多くのシェアを占める。コメがアメリカの15%であるのに対して、コムギはトップ4カ国（いずれも発展国）で4分の3を占め、コーンはトップ2カ国で同じく4分の3を占める。

宿題No.2：発展国が輸出量の大半を占めるとその貿易の特徴はどのようになるか？特に、価格の変動について、また、そうなるのはなぜか？グラフも載せよ。

2004年11月10日
1. 教科書のP.31の下から2行目の「補助金による輸出」とはどういったものですか？
2. 　

2004年11月17日
1．こんにちは。今日も楽しく講義を聞かせていただきました。前回から考えていた質問を送らせていただきます。
 

１．先生は途上国の方々は生活が苦しいと言うことはどうやって判断されていらっしゃるのですか？現地の方はおそらくその土地を出たことが無いのではないかと思います。だから現状をそこまで悲観的に考えていないのではないかと思うのですが。現地の方々は自分たちの生活が貧しいと言うことが判ってらっしゃるのですか？今日おっしゃった、設備が不十分であるため現地での厳しい生活が強いられている。と言うのはrichな生活に慣れた僕たちの価値観ではないのかと思いメールをしています。先生の現地調査の経験からお話いただければ幸いです。


２．生産量が少なくなると価格が上がるが、価格が下がると皆が生産しなくなる。重要なのはこのバランスを考えることなのでしょうか？本当の危機的状況になったら生産量が減らざるをえないから必然的に価格が上がり、あの農民の方々も農業にもっと本腰を入れるという意見だったのですが、価格は人が決めるものなので、一定にしようと思ったらできますよね。と言うことは生産量の上下（自然条件などに起因する）が価格を動かす原因なのでしょうか？それとも消費量が減ったから、次の年の生産を落とす、その結果価格は上がる？と言うことは三角形の各頂点に消費量、生産量、価格があってその相互関係で価格が決められていると考えて宜しいのでしょうか？


３．つまらない質問かもしれませんが、先生が休学してアメリカに行かれた際、何をmainに学びに行かれたのですか？留学を考えているのでⅠ体験談としてお聞きしたいと思うのですが。
III.　国際価格の変化

　国際価格を歴史的に見るときのポイントは、実質価格で診ること。名目価格では判断できないことがあるから。

　実質価格とは･･･？

　名目価格はその時期時期の価格をそのまま記録したもの。実質価格はその間の消費者物価指数(Consumer Price Index, CPI)を加味し、計算し直したもの。

　例：1960年、コメの価格が1トンあたり150ドル、

　　　2000年は、同じく1トンあたり200ドル。

この間のCPIがどれだけ変化しているかを考慮する必要がある。

CPIが1960年が25で,2000年が100とすると、この間に物価は4倍にふくれあがっていることになる。（このような物価上昇は経済発展とも関係し、そのため、所得の向上とも大きく関係している。）よって、当時の価格を現在の感覚で（2000年の感覚で）比較する場合には、1960年の価格を4倍して比較しなければならない。

　実際はアメリカのCPIは1960年が17．37に対し、2000年が100となっている。よって、この40年間に物価は5倍強に上昇している。ということは、現在の貨幣価値で1960年当時の実質価格を見るためには、当時の名目価格を5倍強にして、現在の価格と比較しなければならない。

この方法により過去40年間の主要穀物の実質価格の変化を見ると、前半20年間(A)と後半の20年間(B)とでは、価格の変動がBに於いて、極めて小さくなっている。また、価格そのものがBでは大きく下がっている。さらに、コメを見ると、Aにおいては価格が他の穀物に比べ相対的に高く、また、変動幅も大きくなっていたが、Bにおいては価格が下がり、また、変動幅も他の穀物と大きく変わらない状況となっている。これは、ダイズに於いても同じ傾向を示している。

宿題No.3：国際価格（実質価格）はこの40年間でどれくらい値下がりしているか？なぜ、値下がりをしているのか？また、なぜ、変動幅が小さくなっているのか？

2004年11月24日
1. 良かったです。やっと安心できました(^-^)
機種は変えたわけではなくて、いつものスカイメールだと件名が書き込めないのですが、ロングメールにすると書き込めるので、件名に学籍番号ともろもろを入れてみました。
この前の授業では飴、ご馳走様でした！私にはやっぱり日本の飴の方が美味しいと感じました(^^;　韓国は修学旅行で一度行きましたが、やっぱり海苔とキムチが美味しかったです！キムチには「ポッサムキムチ」というものがあって美味しいとのことでした。今、外国語でハングルを取っているので、また行きたいと思っています。先生は何度も韓国に行ってらっしゃると聞いたので、是非美味しいお店や穴場の観光スポットなどがあったら教えて下さい！
注意事項：ホームページ「遠隔講義システム」のIDとPW。ID= t00a3002  PW= 315417
技術の発展により生産量が増大した。（人口の増加率を上回る増加率を達成した。）

コストが低下した。（生産物単位当たりの生産コストが低下した。）

需要が低下した。（いろんな農産物がより手に入れやすくなった。）

宿題の答え：経済の発展国が主要な輸出国である場合は、価格の変動が相対的に小さくなる。これは、とくに1960年代から1970年代に於いて、コメとコムギ･コーンの価格の変化に表れている。発展途上国が主体であったコメは、価格の変動幅が大きく、発展国が主体であったコムギやコーンの価格の変動幅は相対的に小さいものであった。これは、発展国が総合的な意味で技術（生産技術、運搬技術、通信技術、貯蔵技術、･･･）が優れ、よりスムーズに物流が行われたことが、重要な要因となっている。近年に於いては、このような技術も発展途上国へと広がり、国際相場の変動は以前に比べ小さくなっている。

Therefore, the international trade in the recent years has become very efficient with the prices moving quite smoothly.  

IV. 在庫量の変化

　在庫量はどのように変化するか？

　各穀物間の在庫量の変化の相違

　一般的に、コメの在庫量はコムギやコーンに比べ変動が少ない。（生産に於いても同様であった）。在庫の変化は、コーンに於いてはアメリカの在庫調整政策が大きく作用している。このことは、生産と連動しながら調整が行われてきた。

　アメリカは1980年代の初頭に過剰在庫を抱え、1982年の市場価格は1トンあたり108．26ドルまで低迷した。このため、政府は1983年に史上最大の減反政策を実施し、その結果、生産量は前年の2億トンから半減する状況となった。このため、在庫量も、9千万トンから2千5百万トンに激減した。このようにして、先進国に於いて在庫量が過剰にある場合は補助金による政策で対応することが多い。

　在庫の増大は常に市場価格の低迷につながり、各国とも在庫量は必要最低のレベルに確保する状態となっている。適正在庫(suitable level of stocks)の水準を維持しようとしている。

　しかし、天候変化や技術の進歩、さらには政策の失敗により、在庫が過剰になることがある。

　日本のコメに於いても、過去には過剰在庫と呼ばれる状況がよく発生した。1960年代後半の過剰在庫はコメの減反政策が導入されるきっかけとなった。この減反政策は現在も継続されている。

　

　どれくらいのレベルの在庫が適正在庫か？

　その指標にStocks-to-use ratio (在消比率)と呼ばれる。（日本では「在庫率」として表現することもある。ただ、在庫率の場合は在庫量を生産量で割ったものとして表すこともある。）

在消比率は在庫量を消費量（輸出国の場合は輸出量も含める）で割った率。この在消比率は何%が適当か？

FAOなどは約18%のレベルを主張している。ところで、このレベルを維持することは市場価格に対してどのような影響があるか？

これは極めてセンシティヴな問題で、各国もこのレベルを決めるときに議論百出となる。

　歴史的に過去40年間を見ると、コメの在消比率が60年代は10%に満たないほどに低い状況となっていた。一方、コムギやコーンは発展国の経済力の影響もあり、1960年代も30%前後の高いレベルを維持して来た。

　近年に於いては、2000年前後を境にいずれの在庫量も急激に減少してきている。特に、コーンは在消比率が10%をわずかに上回る程度となっている。（その一方で、コメの在消比率は減少してきてはいるが、2003年の段階で20%を維持している。また、コムギもコメと同様に比較的高いレベルを維持している。）

　市場価格における反応は、コーンに於いては在消比率が小さいにも関わらず、価格は比較的安定している。また、コムギやコメに於いても、近年の在消比率の低下に伴って価格が大きく上昇している状況は見られない。

　ところで、工業製品の在消比率（在庫率）は近年はできるだけ小さくするように各社が苦心している。一般には5%の在庫率を下回るような形で推移している。穀物も在消比率は減少させる方向で特に発展国は政策的に誘導している。これは、コストをできるだけ少なくするためである。

　では、なぜ、在消比率が低下しても以前ほど大きな価格の上昇は起きていないのか？あるいはこれから起きるのか？

宿題No.４：上記の質問に答える。A4で1枚。
2004年12月1日
1． 伊東先生こんばんは。僕は昨日テレビで、ある番組を見たんですが、その番組でアフリカのある貧しい国が出ていました。その国では食物が少なく飢餓のせいでたくさんの死者が出ていました。だけど1960年代までは自分達の食物くらいは作ることができていたというので、なぜかな？と思ったら、1970代の緑の革命で先進国のために低賃金で働いたり、たばこなどの嗜好品を作らされたりするようになったからということでした。それでまたもとのようにするにはどうしたらいいのだろう？と思ってメールをしました。先生の意見をぜひ聞かせて下さい。
2． 先生、こんにちは！今日も寒いですね。先生は今日も半袖半ズボンなんですか？昨日の英語での授業、とても面白かったです☆また是非英語で授業してください★楽しみにしてます(^-^)ところで、昨日の講義で先生は韓国に行ったとおっしゃってましたが、韓国では何が美味しかったですか？
3． 実用的な英語が聞けて大変有意義な講義でした。
１．アドバイス：日記をつけよう！

宿題の答え：キーワード

在庫が少ないということに対する不安が小さくなっている。

各国の在庫が相互に売買できる状況がより多きくなってきている。

各国にインフラ（輸出入設備：道路、港湾、トラック、その他の運搬施設）の整備

情報システム（国際社会の情報交換システム）の整備

生産技術の向上

V. 世界の食糧消費の変化



（日本人、アジア人、欧米人の変化）

･人の食生活は変化する！（変化させる！）


欧米の影響、戦後日本もアメリカから食料援助を得た。

　　アメリカは法律（PL480、1954年に成立）でもって、海外に対し食料援助をうち立てた。この中で、日本はコムギを中心にアメリカから輸入（コメも少しあった。）

　食生活の変化の中にも策略がある。どのような方向でその策略をつくるか･･･。

　食生活が洋風化することにより食料の需給はどうなるか？

　例：アジア地域、モンスーン気候、降雨量が比較的夏に集中して起こる。よって、稲作に相対的に適している。ここで食事が洋風化すると、どうなるか？結果的には、コメの消費量は減少、コムギや畜産物の消費量が増大する。

畜産物の消費量が増大する･･･つまり、エサを必要とする。エサが十分に生産できればよい。が、アジア地域では、エサの生産は稲作ほど適してはいない。よって、国際競争に負け、輸入に頼る。（エサはコーン、ダイズ粕、コムギ）

発展途上国は発展国の動きに注目する。

アジアの稲作はどうなるか？

　日本、台湾では消費量の減少と共に生産量も減少。中国では一人当たりの消費量が減少しつつある中で、近年まで総消費量は伸びてきたが、この状況では近い将来に減少の可能性が強い。そうなると、中国のコメの生産量は確実に減少することになる。中国の13億人が一人当たり消費量をこのまま減少すれば、中国のコメ需給はだぶつく。この結果、国際需給も大きく緩和（生産過剰気味に推移）すると共に、市場価格も低迷の傾向となる。

　このことにより、アジアの農業そのものが国際競争に負ける。このような長期的視野により、アジアの農業を今後どうするか、ということが重要な課題となる。

　この問題の解決策として、新たな策略（戦略）が必要となる。ポイントはコメ消費の拡大、これをどのように実現する？

参考：食料は武器としては使いにくい。アメリカの1978年のソビエトに対する食料輸出禁止政策が失敗に終わったことからも分かる。このため、アメリカは1980年代前半に農業不況に陥った。それだけに、農産物輸出の国際競争の厳しさが伺える。
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